
   

 

 

 

 

  



 

  



   

 

 

 

あは じ め に 

 

 本書は、令和６年度からの「港区基本計画・赤坂地区版計画書」策定に向け、私たち、区民参画

組織「赤坂・青山地区タウンミーティング赤坂地区版計画推進分科会」が、赤坂地区の現状や課題

及びその解決の方策等について議論し、その結果を区への「提言」として取りまとめたものです。 

 

 提言にあたり、18 名のメンバーで約 1年間、計 11回の分科会の開催を重ね、検討を行いました。

多世代・多様なメンバーが参加した活発な意見交換の結果、大変有意義な会になったと考えており

ます。 

 

 提言は、「かがやくまち」、「にぎわうまち」、「はぐくむまち」の３分野に分けてそれぞれ議論を行

い、出された意見を仕分け、絞り込み作業を行い、その結果を現行の赤坂地区版計画書の施策の体

系に沿って示しております（P.3～21）。なお、分科会で出された意見は「各分野における提言の最

後のページ（P.9・15・21）」に掲載しております。計画書の策定に当たりこの意見も十分に活用し

ていただくようお願い申し上げます。 

 

 また、分野ごとに議論した中で、すべての分野を横断して出された課題については、「実現をめざ

して（P.22）」という形で、掲載しています。これらは、これまで議論してきた項目に共通する課題

であり、区民の抱える喫緊の課題だとご理解いただき、計画書の策定に取り組んでいただければと

思います。 

 

 今回の提言が、現在、そして今後の赤坂・青山地域の課題解決に向けた政策および地域事業の発

展に寄与することを願っております。 

 

 

赤坂・青山地区タウンミーティング 

赤坂地区版計画推進分科会 

座長  井川 博英 
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提言書の概要  
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１ 提言の目的  

本提言は、「港区基本計画・赤坂地区版計画書」の改定にあたり、地域住民の視点か

ら事業を検証・評価し、地域住民の意向や地域の課題・ニーズに、より応えることので

きる内容に発展させるためのものです。 

提言の策定にあたっては、公募および無作為抽出により申し込まれた赤坂地区内の在

住・在勤者等が赤坂地区版計画推進分科会のメンバーとなり、意見を交わしてきまし

た。赤坂地区総合支所においては、本提言を地域住民の意向ととらえ、赤坂地区版計画

書の策定において参照していくことが望まれます。 

２ 提言作成までの流れ 

第１回、第２回分科会では事務局からオリエンテーションとして、現行計画の概要や

施策の進捗状況、政策動向等について説明が行われました。 

第３回分科会では学識者を招いて勉強会を開催しました。 

第４回から第９回分科会では２グループに分かれて現行計画の「かがやくまち」、「に

ぎわうまち」、「はぐくむまち」の３分野を軸に現状と課題、提言の方向性について現行

計画の評価を含めた議論を行いました。 

第 10回、第 11回分科会では第９回分科会までの議論をまとめた提言書（案）を元に

議論を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会メンバーによる検討 

提言式（３月） 

現状と課題・現行計画の評価 

（第４回～第６回） 

提言の方向性の整理 
（第７回～第９回） 

分科会メンバーによる提言の取りまとめ 
（メンバー全員によるすり合わせ） 

行政による情報提供 
（現行計画、施策の進捗、政策動向等） 

かがやくまち にぎわうまち はぐくむまち 

勉強会（Ｐ.28参照） 

第１回 
～ 

第２回 

第３回 

第４回 
 
～ 
 

第９回 

第 10回 
第 11回 

提言書（案）の作成 

２グループに分かれて議論したのち 
メンバー全体で共有 

２グループに分かれて議論したのち 
メンバー全体で共有 
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１ かがやくまち分野における提言 

（１）かがやくまち分野における分科会の議論の整理  

  

※1 デザインレギュレーション：デザインを行ううえでの規則となるもの、資料、マニュアル等 
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※２ アドプト・プログラム：港区と地域住民や区内の在勤者等で構成する団体や個人がお互いに協力
し、道路、公園等の緑化活動や清掃、日常の維持管理活動を行うことで道路、公園等への愛着心を深
め、利用者のマナー向上と清潔で快適な街づくりを推進する取組。 
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（２）「かがやくまち」分野 提言のまとめ 

提言１ 安心して移動できる歩行空間の構築 
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提言２ 生活環境に対する区民意識の向上 
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提言３ 防犯・防災対策の充実 
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（３）かがやくまちの議論の整理 

 

グループでの主な議論 

・実際にまちを歩いてどういったところに課題があるのかを体験しながら抽出し、

改善案を考え、まちを良くしていくことが重要ではないか？ 

・看板への対策は、店舗を規制するよりもテナントビルのオーナー等に周知して、

新しく看板を置く場所をつくる等の働きかけができないかという一つ上の段階で

議論していくとよいのではないか？ 

・再開発で住環境が大きく変わる中、事業者から住民への説明、周知が充分なもの

となっていない。再開発事業者とのコミュニケーションを充実させる案として、

街路樹を区と住民が育ててまちづくりの意識を向上させ、住民がまちを守ること

で、赤坂・青山で新しい再開発をする事業者へ働きかけていくというアイディア

もあるだろう。 

・住民と事業者がまちぐるみで防災の取組をすることで、防災意識を向上させて改

善できるだろう。 

 

 

グループでの主な議論 

・たばこをやめろというのではなく、たばこの危険性を教育した方が良いのではな

いかという意見が出た。 

・ごみに関しては、商店街や住宅街によりだいぶ状況が異なる。商店街に関しては

商店会でルールを作ってゴミ箱を設置してもらう。また、大通りにゴミ箱を設置

してはどうかという意見も出た。 

・防犯では、港区が住みやすいまちというイメージづけができるように、夜間パト

ロールをしたり、現在暗いところを明るくしたりしてはどうかという案が出た。 

 

 

③総括 

・安心して住めるまちをつくるということなので、今は本当に安心して住めるのだ

ろうか、というあたりにもう少し焦点をあてて、それを訴えていく提言ができる

とよいと感じた。 

・住民参加型のまちづくりを実現するためには、開発計画等の情報をできる限り事

前に、開発計画の対象となる住民に広く周知していくことが重要だと感じた。 

・住民が直接事業者に働きかけることはなかなか難しいが、大きな再開発があるエ

リアなので、事業者に緑化を推進してもらう。そのためには、区に入っていただ

く必要があるという意見があった。住民と事業者には接点がないので、区がそこ

を取り持つことが良いのではないかという意見もあった。 

・住みやすいまちのイメージを区、住民、事業者が一緒になって作り上げていくこ

とが大切だと感じた。 

  

Ａ 

B 

総括的な意見 
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２ にぎわうまち分野における提言 

（１）にぎわうまち分野における分科会の議論の整理  

 

  

※３ ＩＣＴ：情報通信技術を活用したコミュニケーション 
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（２）「にぎわうまち」分野 提言のまとめ 

提言１ 地域の魅力を活用した情報発信を行う 
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提言２ 住民と地域団体等が交流できる場や機会を充実する 
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提言３ 多様な区民の地域参加を促進する 
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（３）にぎわうまちの議論の整理 

 

グループでの主な議論 

・区民の参加という観点では、オープンカフェをする、イベントを開く、落ち葉拾

い等のボランティア等、区民の方がもう少し気軽に参加できるイベントをやって

いくということが一つある。 

・発信については区に担っていただいているが、企業や中間組織、実際に住んでい

る区民の方に発信を任せることができないか。 

・地域を巻き込んで、地域でできる人に任せて、より多くの人を巻き込めるような

情報発信体制を構築できると良い。 

 

 

グループでの主な議論 

・青山と赤坂はイメージが違うが、魅力がない訳ではない。実際に、人がものすご

く来ている。それをどう皆さんに知ってもらい、伝えて、活用できるのか。そこ

が一番重要。 

・町会も発信して知ってもらう。そして、伝えて、活用する。同じ形でやっていけ

ば良いのではないか。 

 

 

 

 

・どうやって多くの人を巻き込むのかという話と、発信を行う中心的なチームをつ

くり、そこから派生した何かをやるチームということで、各チームを中心にまわ

す方法を取るのが良いのではないか。 

・わざわざ情報発信をしなくても、興味を持っていただけるような特徴を持った場

所ができると良い。 

・我々らしさをよく捉えたときに、ここまで外国人が多くいるまちは他にはない。

外国人には面白い人が多く、そうした人達とコミュニケーションが取れると、よ

り我々も楽しいし、その人たちにも喜んでもらえる。 

  

Ａ 

B 

総括的な意見 



第２章 各分野における提言 

16 

３ はぐくむまち分野における提言 

（１）はぐくむまち分野における分科会の議論の整理  
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（２）「はぐくむまち」分野 提言のまとめ 

提言１ 多様な主体が連携・協働した子どもの学びの機会の

充実 

  



 

19 

 

 

提言２ 多世代間の交流のさらなる充実 
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提言３ 地域の資源を活用した交流の場や機会を増やしてい

く 
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（３）はぐくむまちの議論の整理 

 

 

グループでの主な議論 

・子どもを育てる場所に関しては、区や事業者がもう少し横のつながりを作り、例

えば、保育園、幼稚園、児童館等、垣根を越えて子どもたちと親世代が交流でき

る場をつくると、相談の場も増えるだろうという議論があった。 

・多世代交流促進事業では、防災、食育等の世代を問わず楽しめるというテーマで

単発で終わらずに継続できる取組が必要だという意見が出た。 

・多世代交流を中心として、皆さんが参加しやすいテーマを決めて、定期的に開催

する。そういう仕組みづくりを、区と住民、事業者、団体等、全てまとめてうま

く作っていこうという方向性がでた。 

 

 

グループでの主な議論 

・多世代が交流するために、交流の場を作るという意見が全ての方から出された。 

・農業体験等、子どもに対して教育し、交流する機会を与えていく。 

・地域資源の活用については、今使っていない空き店舗や空きスペース、公園等を

活用して交流の場にしていく取組を充実していけるとよいという意見もあった。 

 

 

 

・多様な人が集まるための場、イベントを行うための場、そういう場所が必要だと

思った。 

・場所に参加するために、色々なイベントを開催する。また、イベントを単に開催

するだけではなく、いかに参加してもらうのかというきっかけづくりが大切にな

ると感じた。 

  

Ａ 

B 

総括的な意見 



第２章 各分野における提言 

22 

４ 実現をめざして 

提言１ 効果的な情報発信 

提言２ 役割分担の明確化 
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分科会の総括 
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１ ３分野の提言の総括 

３分野それぞれの提言をとりまとめるにあたって、分科会での議論を振り返り総括

しました。 

 

（１）かがやくまち 

全体の議論として、まちぐるみでの防災や住みやすいまちのイメージづくりを区、

住民、事業者が一緒になって作り上げていくことが大切だという議論がなされた。そ

れぞれの立場で助け合いながら、協力しあいながら取組を推進していくことが大事だ

という前向きな意見が多くあげられた。 

 

提言１ 安心して移動できる歩行空間の構築 

提言２ 生活環境に対する区民意識の向上 

提言３ 防犯・防災対策の充実 

 

（２）にぎわうまち 

地域参加と情報発信について多くの意見があげられた。オープンカフェなど、地域

のコミュニティを醸成していく上で大切だと思われる具体的な意見も多く出された。

総じて、外国人の地域参加、赤坂・青山の魅力発信、町会を含めた地域コミュニティ

への関心をＳＮＳ等を通じて高めていく、という３つの方向性が示された。 

 

提言１ 地域の魅力を活用した情報発信を行う 

提言２ 住民と地域団体等が交流できる場や機会を充実する 

提言３ 多様な区民の地域参加を促進する 

 

（３）はぐくむまち 

多世代交流について意見が多くあげられた。多様な人が集まるための場、イベント

を行うための場など、シチュエーションに応じた場の必要性について議論が行われ

た。その場所に参加するために様々なイベントを開催し、そして、単にイベントを開

催するのではなく、いかに参加してもらうのかというきっかけづくりも重要な視点で

あることが指摘された。 

 

提言１ 多様な主体が連携・協働した子どもの学びの機会の充実 

提言２ 多世代間の交流のさらなる充実 

提言３ 地域の資源を活用した交流の場や機会を増やしていく 
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１ 赤坂地区版計画推進分科会の概要 

（１）概要 

公募及び無作為抽出により申し込まれた

メンバー18 名で構成され、会議は平日夜

間に計 11 回開催されました。赤坂地区版

計画書に計上された地域事業の進捗状況及

び課題を把握し、後期計画を見据えた課題

や施策の方向性等について検討を行いまし

た。 

 

（２）分科会メンバー （五十音順） 

井川 博英（座長）、市川 秀公（グループリーダー）、稲垣 貴美子、 

春日 裕佑（グループリーダー）、川内 洋平、川名 華子、嶋村 恭子、 

竹田 眞里、橘 雅子、塚本 清美、霍野 菜穂子、土居 千賀子(副座長)、

鳥居 静子、西山 美由喜、肥田 ひとみ、 藤井 京乃、堀 裕典、 

森田 璃梛  

 

（３）分科会事務局  

赤坂地区総合支所 協働推進課 

 

 

  

【メンバーの内訳】 

   性別 
年代 男性 女性 計 

10～30代 ２ １ ３ 

40～50代 ３ ６ ９ 

60代以上 ０ ６ ６ 

計 ５ 13 １８ 
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２ 開催経過 

 開催日 概要 

第１回 
令和４年 

４月 27日（水） 

〇挨  拶       〇自己紹介 

〇オリエンテーション  〇事務連絡 

第２回 
令和４年 

５月 30日（月） 

〇オリエンテーション  〇質疑応答  

〇座長・副座長の選出  〇第３回分科会の内容について 

〇事務連絡 

第３回 
令和４年 

６月 16日（木） 

赤坂地区版計画推進分科会 勉強会 

演 題 「ネイバーフッドデザイン――まちを楽しみ、助け合う

『暮らしのコミュニティ』のつくりかた」 

講 師 荒 昌史 氏（株式会社ＨＩＴＯＴＯＷＡ） 

第４回 
令和４年 

７月４日（月） 

〇分科会の進め方について 
・グループ討議の趣旨、ルール説明 
・「かがやくまち」分野の説明 
・「現状と課題」の説明 
〇グループ討議 
・「かがやくまち」分野の現状と課題の抽出 
・課題を解決するためのアイディアの検討 

第５回 
令和４年 

８月 10日（水） 

〇分科会の進め方について 
・本日の進行について説明 
・「にぎわうまち」分野の説明 
・「現状と課題」の説明 
〇グループ討議 
・「にぎわう」分野の現状と課題の抽出 
・課題を解決するためのアイディアの検討 

第６回 
令和４年 

９月７日（水） 

〇分科会の進め方について 
・本日の進行について説明 
・「はぐくむまち」分野の説明 
・「現状と課題」の説明 
〇グループ討議 
・「はぐくむ」分野の現状と課題の抽出 
・課題を解決するためのアイディアの検討 

第７回 
令和４年 

10月 17日（月） 

〇分科会の進め方について 
〇グループ討議 
・「かがやくまち」分野の議論の整理 
・「かがやくまち」分野の提言内容の検討 

第８回 
令和４年 

11月 15日（火） 

〇分科会の進め方について 
〇グループ討議 
・「にぎわうまち」分野の議論の整理 
・「にぎわうまち」分野の提言内容の検討 

第９回 
令和４年 

12月７日（水） 

〇分科会の進め方について 

〇グループ討議 

・「はぐくむまち」分野の議論の整理 

・「はぐくむまち」分野の提言内容の検討 

第 10回 
令和５年 

１月 19日（木） 

〇分科会の進め方について 

〇グループ討議 

・「かがやくまち」「にぎわうまち」「はぐくむまち」「実現をめざし

て」分野の意見を共有 

第 11回 
令和５年 

２月 16日（木） 

〇分科会の進め方について 

〇提言書の確認 
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３ 勉強会 

（１）開催概要 

・日時  ：令和４年６月 16日（木） 18時 30分～20時 

・場所  ：第一会議室（赤坂区民センター4階） 

・参加者  ：14名（オンライン１名） 

・講師  ：HITOTOWA INC.代表 荒 昌史 氏 

略歴 

県立浦和西高校出身。2004年早稲田大学政治経済学部卒業後、株式会社コスモスイ

ニシア入社（当時リクルートコスモス）。2005年から NPO法人 GoodDayを創設し、環境

問題に取り組む。 

集合住宅を軸にした人々のつながりをつくることで都市の社会課題を解決するネイ

バーフッドデザイン事業をはじめ、CSR/CSVコンサルティング事業、ソーシャルフット

ボール事業を展開。東日本大震災を経て、マンションや商業施設などで防災減災研修

を行い、自助・共助ができる「よき避難者」を育てる「Community Crossing Japan」、

サッカー・フットサルを通じて震災復興と防災減災を行う「social football COLO」

を立ち上げる。  

2017年度の Jリーグ社会連携検討部会委員、同年 10月から東京都住宅政策審議会委

員を務める。「ネイバーフッドデザイン まちを楽しみ、助け合う「暮らしのコミュニ

ティ」のつくりかた」著者。 

 

（２）講演内容の概要 

「ネイバーフッドデザイン まちを楽しみ、助け合う『暮らしのコミュニティ』の

つくりかた」をテーマに、民間事業者の視点からコミュニティづくりについて講演い

ただきました。 

ネイバーフッドデザイン（＝人々のつながりをつくりながら、都市や暮らしの課題

を解決していくマンションや戸建街区のコミュニティ・エリアマネジメント）に取り

組んできた新宿区や江戸川区の事例を紹介いただきました。また、事例にまつわる

「大切にすべきこととエピソード」として、コロナ禍によるつながりの変化やコミュ

ニティのあり方、価値について参加者に共有していただくとともに、質疑応答の時間

を多くとっていただき、積極的な意見交換を行っていただきました。 
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（３）質疑応答 

Ｑ：継続していくためには、どのような点に気を付ければ良いか。 

Å：取り組みを継続することは難しい。意識していることは、チームを作ること。１回の取り組みが失敗

しても、またやりたいというチームがあれば、また続けることができる。また、初めから頑張り過ぎ

ないことも大事。 

Ｑ：既にあるコミュニティに入る時、入りたいのだけれども躊躇してしまう壁がある。そこを上手く乗り

越えるコツはあるか。 

Å：そこは難しい。本当であれば、入りたい人とコミュニティを橋渡しする人がいると良い。ただし、実

際は、そうした橋渡しをする人はいないことも多いので、大変だと思う。コミュニティの醸成度合、

関わり度合にも関係するが、まずは一人でも仲の良い人を作ることが一番大事。コミュニティにいき

なり入るというよりは、そのコミュニティにいる人と接点を持つ考え方の方が良いと思う。 

Ｑ：様々なところでコミュニティづくりをされていると思うが、コロナで、最初のスタイルからどのよう

に変わっているのか、教えていただきたい。 

Å：コロナはコミュニティや私たちが関わるまちにも非常に大きな影響があった。一番変わった良い面

は、オンライン化を進めることができたこと。これまでの地域は、実際に顔を合わせることが必要だ

ったけれども、それほど重要ではないことはオンライン会議で済ませるようになった。これまでは、

その場にいなければ参加できなかった人も、オンラインでやることで地域の会議に参加できるよう

になった。交流会をオンラインでやるところも出てきた。これまでとは異なり、その場にいなくても

参加できることに気づけた点は良かったと思う。 

Ｑ：トラブルの事例があれば教えていただきたい。例えば、元々住んでいる方と新しく来た方とか、世代

の違いとか、問題を起こしやすい人がいるとか、価値観が違うとか。人とつながるからこそ起こって

しまうトラブルを、どう解決しているのかを教えていただきたい。 

Å：実態としては、コミュニティの中には変わった方もいっぱいいる。価値観が違う場合もある。何らか

の疾患を患われている方もいる。正直、難しいと感じることも多い。そうした場合でも心がけている

ことは、解決できる・できないは置いておいて、こちらの意図はしっかりと伝えること。ご迷惑をお

かけしたことに対してはお詫びするが、「こういうまちにするために、こういう考え方でやっている」

ということは伝えるようにしている。そうした考え方に対しての反対意見についてはしっかり聞く

が、うるさいや止めろという無目的な批判は聞く必要ないと思っている。一番難しいと思っているの

は、歴史上、仲が悪い地域があること。そういう場合には、未来にとって本当に大事かに気付いても

らえるような問いかけはしている。  
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Ｑ：赤坂には、商業施設が大変多い。住んでいる人、お店をやっている人、日中だけ仕事で赤坂に来る人

等、多様な人がまちを作っている。以前、浅草に住んでいた時に、世界中から多くの人が浅草には観

光で来るが、夕方になるとゴミ一つない。それは、商業施設の方が中心になってやっていた。お店を

やっている人たちがまちを作っていた。赤坂の場合は、それは無理だと思う。コミュニティを作る上

で、どのようにまとめて、つながりを作っていくのか。赤坂独自のコミュニティづくりについて、ア

ドバイスをいただければと思う。 

Å：商業施設にとっては、にぎわいは大切で、多くの人が集まってくれることが嬉しい。一方、住んでい

る人にとっては、自分が行く分には良いが、住む場所としては少し異なる。最近は商業施設が大型化

しているので、少し離れた人でもそのまちに来ることはある。再開発のタイミングは、解決できるチ

ャンスだと思う。いろいろな方からお話を聞く場を設けて、一つ一つ折り合いをつけていくしかない

と思う。 

Ｑ：これから１年かけて赤坂の地区版計画見直しに向けた提言書を作っていく。地域住民の方と行政が協

働する際に重視するポイントを教えていただきたい。 

Å：私たちも、まちづくりの志がある方と一緒に仕事をしていて、楽しみでもあり、緊張しながらやって

いる。その時に伝えていることは、自分の言いたいことを言ってほしいということ。同じまちに住ん

でいても、人によってとらえ方や見え方は違うので、「なんでそう思っているのか？」ということを

理解しあうことが非常に大事だと思う。「なんで」という部分に非常に大きなヒントがあるので、そ

こを把握することが大事。もう１つは、内容や規模感にもよるが、全てを叶えられる訳ではないとい

うこと。そこについては、優先順位をつけたり、取捨選択をしなければいけない。そうしないと、全

てが中途半端になり、何を目指していくのかがわからなくなる。漏れなくすべてをやっていくという

ことなのか、これだけは必ずやりたいということなのか、により、これからの話し合いの進め方が全

く異なると思う。そのあたりの共通認識を持つことは大事だと思う。あとは、楽しくやることが大事。

眉間にしわを寄せてやる会議と、楽しくやる会議とでは、後者の方が、皆さんも楽しいし、良いもの

が生まれると思う。 

Ｑ：地域やコミュニティでやっているイベントは、個人的には少しダサいと思う。やっていることは素晴

らしいが、「あの変なＴシャツを着て参加するのは嫌だ」というようなことは、心理的な面である。

赤坂・青山の地域コミュニティを何とかしていこうという集まりなので、最終的なアウトプット、プ

レゼンテーションの段階では、外部の人がみても、素敵だな、カッコいいな、流石赤坂地区だなとい

うふうに思われるような成果物にできると良い。そういう面でのアドバイスを教えていただきたい。 

Å：自分たちがカッコいいと思えることは大事。子どもたちが将来あれをやってみたいと思うことは大

事。海外では、デザインはまちづくりの中で重要な要素として語られている。シビックプライドとい

う言い方をするが、見た目のデザインだけではなく、その地域のアイデンティティも含まれる。そう

いうことをまち単位で統一することは非常に大事。 

Ｑ：レジュメにあった KOITTOはシンプルで非常に良いと思うが、どういう経緯で生まれたのか。 

Å：小岩のロゴは、デザイナーさんを入れて皆で考えた。まちに、もう少し若い人が地域の商店街、自治

会や町内会、防災組織等にも関わった方が良いと考えているので、少し若い人を意識したデザインを

心がけている。若い人だけを対象にしている訳ではないが、若い人で地域に関わる人が少ないという

危機意識がある。KOITTO は新しい小岩をつくるという意味だが、小岩にもっと人が来てほしいとか、

未来の小岩を作っていくということで、「小岩に来いっ」とから KOITTOになった。 
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Ｑ：サービスとコミュニティとの相性が悪いという話があったが、そのあたりは赤坂でやっていく場合

に、どう考えていけば良いか。 

Å：サービスとコミュニティとの違いに気を付けて物事を進める必要がある。コミュニティとして課題を

解決したり、より良いまちを作っていく中で、お金を回していくことは重要だと思う。ただし、お金

の話しではなく、等価交換の関係性なのか、共創の関係性なのか。サービスは等価交換で、当事者意

識がなくなってしまう。そうではなく、お金が介在するとしても、一緒にできることを持ち寄る関係

性であることが大事。そういうコミュニティであれば、地域のいろいろな課題にも向き合っていかれ

るのではないかと思う。 
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４ 赤坂地区総合支所の取組の現状（会議配布資料） 
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５ メンバーからの感想（提出のあった方のみ、50 音順で掲載） 

 

稲垣 貴美子 

最初に分科会メンバー募集のお手紙をいただいた時には「私なんかでお役に立てるのかな？」と

いう思いでした。しかし参加して皆さんの様々な意見を傾聴し、とても勉強になり刺激を受けるよ

うになりました。 

赤坂青山地区が数多くの企業の本社が存在し、多様な外国人が多数滞在する特殊なまちであるこ

とにも気づきました。何より「まちに住まう」とはどういうことか、「住みよいまちとは」「まちを

つくる」とはどういうことなのか。「共に生きること」「まちを次世代に繋げていくこと」であると

いうことに気づかせてくれました。貴重な機会を与えていただき御礼申し上げます。 

最後になりましたが座長、副座長、グループリーダーの 4 役の皆様、赤坂支所の皆様大変お世話

になりありがとうございました。 

私達の提言が今後の赤坂青山地区のさらなる発展に少しでも繋がりますように心から願っていま

す。 

 

春日 裕佑 

青山に住み始めてから数年と間もない中ですが、地域紙のボランティアに参加したことをきっか

けに住んでいる街に関心を持ち始めました。その後に赤坂地区版計画推進分科会への参加する機会

をいただき、色々な方々と住んでいる街に対しての興味関心や課題意識を共有し、どう良くしてい

けるかという共通テーマに対して話し合える時間はとても有意義なものでした。 

会を通じて課題を知り、多くの意見が出ていく中で港区の職員の方々も街を守る為に様々な制約

と限りある時間の中で様々なことに取り組まれていることを知り感謝しかありません。だからこそ

住民、区職員、民間企業等さまざまな立場の方々が自らの強みを生かしつつ、お互いの立場を理解

し合い、一致団結して協力し未来の街づくりへと協力することが不可欠だと思いました。 

地区版計画はまとめて終わりではなく、これから多くの人たちと協力し合って新しい取り組みや

改善活動を進めていき、また次の世代に繋いでいくことが何よりも大切なことだと思いますので、

一区民としてこれからも微力ながら力添えさせていただけたら幸いです。 

最後になりますが改めて、約一年間ご一緒させていただきました参加者の皆様、事務局の皆様あ

りがとうございました。 

 

嶋村 恭子 

赤坂の街に関りを持ったのは、日本の経済がバブル期の絶頂にあった頃で、上司に夜の赤坂の街

に誘われて、大人の気分になったことを今でも忘れられません。私にとっての赤坂は夜の街であり

会社をリタイアした後はエスプラナード赤坂商店街振興組合の理事を務めながら、商店街の活性化

を目指して活動してきました。この度の赤坂地区版計画推進分科会に参加しなければ、夜の赤坂を

知るだけで、町内や自治会が中心となる赤坂に住まわれる方々の生活や歴史ある文化、芸術の赤坂

に触れることはできませんでした。今後は、港区赤坂・青山地区の街づくりに様々な立場を踏まえ

た関りを持つことによって、地域に貢献していきたいと思います。最後になりますが、港区赤坂地

区総合支所協働推進課、座長、事務局の皆様には感謝申し上げます。有難うございました。  
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竹田 眞里 

南青山の近隣の住宅がビルに建て替わり、何が入るか心待ちにしていたら、不景気の中にも関わ

らず、家賃が高過ぎ１年近く空室のままで、やっと入っても店舗では無く、倉庫に使われ、実に勿

体無い事になっています。 

数年前ある方から、青南小学校の近くの空き地にどんな施設が出来たら良いと聞かれベビーシッ

タールームはどうですかと答えた所、すごい速さで二階建ての、託児所を作って頂けました。うち

も利用したくて予約に行きましたら、即一杯になり、ウエイティングリストにも無理ですと断られ

てしまいました。どうせなら４階建てにして頂けたら良かったなあと思いました。民間のビルは空

室だらけで、どちらも問題が有るように思います。 

日本は世界中の良い所を取り入れ、改良するのを得意として来ました。まだ立ち遅れているの

は、タバコのもたらす害が肺癌や心臓病の原因になり、寿命を縮めている事の重大さはすでに５０

年前には医学会が警鐘していました。欧米のように小、中学生から教え込む事が遅れて居るのがと

ても残念に思います。毎年 1 時間だけでも実際の肺癌患者を連れて来て単発クラスが有ればと思っ

ています。 

最近治安が悪くなり、防犯カメラが有っても、映らない死角を選んで家に、侵入したり、ターゲ

ットの家に前もって盗聴器を仕掛けて、留守を調べたり、お手伝いさんから、合鍵を入手したり、

ガラス戸の鍵を開けさせたりするので、人を使っている家は、室内にも監視カメラを付けなくてな

らなくなっています。安全で平和だった日本に早く戻って欲しいものです。 

分科会に参加出来ました事で、日ごろ接する事の無い、意識の高い方々や、熱心に港区に尽くし

て下さる方々に接する事が出来まして、貴重な体験ができました事を感謝致します。 

 

橘 雅子 

地区版計画に携わる機会を通して自分の関心が高い分野だけでなく、他の住民の方々の関心のあ

る分野や意見に触れることができ、多くの気づきを得ることができました。 

私は前回に続いての参加ですが、この間コロナにより大きく社会や生活様式が変化しました。今

後は従来とは異なる未来の「まちのありかた」についても考えていく必要があるように思います。 

前回多く声があがっていた情報発信に関して今回も課題であるとの認識が多く、これから重点的に

取り組んでいただき、区民のための施策がより多くの人に届いてほしいと願います。 

今回の提言案には私達が毎回意見を出し合ったものがうまく採り入れられていると思いますが、

この提言を実現し、検証してフィードバックすることでより住みやすい地区になっていくことを期

待しています。事務局の皆さま、参加メンバーの皆さまのおかげで楽しく参加できました。ありが

とうございました。 
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鳥居 静子 

時には、よそ者や馬鹿者、若者が世の中を活性化させると言われます。 

私は 50 代からの区民ということで、よそ者、馬鹿者と言う二つの資格があると勝手に自負して

おり、この大好きな赤坂・青山の街をもっともっと、魅力のある住み易い街にしたいとの思いか

ら、この度、参加いたしました。 

今回副座長に初めて女性が選ばれたことや、委員の大半が現役世代と言うこともあって、これま

での赤坂・青山の地区版分科会とは違う印象を強く感じています。 

今回初めて参加した女性の委員の方が、感想として「こんなにも区をはじめ住民が街を良くして

いこうとしている努力を知り、区民税の支払いに対して抵抗が減りました。」という話をされまし

たが、このことが今迄の活動の中で一番印象に残りました。とっても嬉しかったです。 

区の関係者、委員の皆様、本当にお疲れ様でした。 

そして、ありがとうございました。 

 

肥田 ひとみ 

先ずは、本分科会の実施にご尽力下さいました赤坂地区総合支所の事務局をはじめ各ご担当の皆

様に心よりお礼を申し上げます。行政が区民の為に様々な企画やお取組みをされている事も沢山知

る事が出来ました。 

また、会を重ねるごとに、高い意識と深い見識をもったメンバー皆様からは常に新鮮な刺激を受

けながら多くを学ばせて頂きました。赤坂に在住して 20 年程ですが、住民としての意識の低さを

痛感し反省する事の方が多かった気がしております。そして、本分科会に参加した事は、私自身が

何よりも意識改革をする機会となりました。メンバーの皆様と支所の皆様からは多くの事を考える

きっかけと様々なご教示を頂いた事に感謝しております。この貴重な経験を今後も無駄にする事な

く、かがやきながら、にぎわいながら、はぐくみながら、益々豊かなまちになりますよう末長く見

守っていきたいと考えています。どうも有難うございました。 
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藤井 京乃 

そこに住み、そこで暮らす市民の立場で、それぞれが住みやすいまちを考える。ずっと住みつづ

けるために、ひとり、ひとりが、意識をもたなければならないと思う。 

分科会に参加し、参加者の意見を伺い、行政だけで何かを進めるのではなく、住民参加による新

しいコミュニティの形成を目指す、その入り口にいると感じた。 

たとえば、神宮外苑再開発問題。青山・赤坂地域住民に好きな場所を訊くと、「いちょう並木」

「神宮外苑」と答える方が多いという。みどりがゆたかである、ゆったりと過ごせる、四季が感じ

られる、というのがおもな理由だ。現在、再開発の問題が議論されているが、住民は計画の全容を

知らされないまま、工事は進もうとしている。 

地域に培われた環境が大きく変化する、このような大規模開発の場合、自治体と事業者による事

前協議時より住民が参加し、計画を進める。専門的な知識が必要な場合は、自治体が住民のアドバ

イザーを依頼する。といった仕組みがあってもよいと思う。 

次世代に快適なまちを引き継ぐために、環境問題をコミュニティの人々と共有し、住民主導のま

ちづくりを提案するべきです。 

この提案が実現することを願っている。 

 

森田 璃梛 

赤坂に住んでながらも街の事を良く知ってるわけでは無かったので、分科会に参加する事により

赤坂の街をより知る良いきっかけになりました。 

今回のテーマである、かがやくまちとはぐくむまちで上げた意見がどれだけ反映されるか分かり

ませんが、これからも地域住民の方がより住みやすく事業がしやすい街づくりが出来れば嬉しいで

す。 

 

  





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港区基本計画・赤坂地区版計画書策定に向けた提言書 

令和５年３月 

赤坂・青山地区タウンミーティング 

赤坂地区版計画推進分科会 
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